
1.はじめに

2017年2月22日（水），インドネシア・ジョグジャ

カルタのガジャマダ大学（GadjahMadaUniversity）

で開催された第15回都市研究フォーラムに参加した。

ガジャマダ大学はジャワ島中部に位置する，インドネシ

アで最も古い国立大学である。本稿では，フォーラムの

様子とジョグジャカルタ市街の視察について，筆者の専

門であるマンガ文化研究の観点から報告する。

2.フォーラムへの参加―LGBTと「や
おい」―

都市研究フォーラムは，本学都市研究プラザとガジャ

マダ大学が主催する年次集会である。第15回となる今

回は，主催者である中川眞（大阪市立大学）らの挨拶の

他，山田創平（京都精華大学），P.GogorBangsa（イン

ドネシア芸術大学ジョグジャカルタ校），FarabiFakih

（ガジャマダ大学），藤田淳志（愛知学院大学），Rahmawan

Jatmiko（ガジャマダ大学），石川優（大阪市立大学），

KurniawanAdiSaputra（インドネシア芸術大学ジョ

グジャカルタ校）が報告をおこなった（敬称略，登壇

順）1）。

フォーラムでは・UrbanResilience:Voicing・Others・

throughArtandCulture・という全体テーマのもと，

都市と文化に関するさまざまな報告を聞いた。特に，

中心的なトピックとなったのはLGBT（レズビアン，

ゲイ，バイセクシュアル，トランスジェンダー）であ

る。日本，インドネシア，アメリカにおける LGBT

とアート，LGBTのメディア表象などに関する報告

があり，質疑応答やディスカッションが活発に展開され

た。

インドネシアは人口の87.21％がイスラム教徒であり2），

ジェンダーとセクシュアリティをめぐる人々の意識は，

しばしばイスラム教の規範と密接に結びつく。例えば，

2013年の調査では「同性愛は社会的に受け入れるべき

ではない」との回答が93％にのぼり3），近年では保守系

のイスラム教団体を中心にLGBTへの圧力が強まって

いる4）。こうした厳しい社会状況を踏まえると，フォー

ラムでLGBTを語ることの意義はことさらに大きいと

いえよう。「私たちは，このようなテーマでディスカッ

ションする機会がほとんどない。非常に勇気づけられる」

という参加者の言葉が印象に残った。

筆者は・TheOpennessofNarrativeCreationinFan

Cultures:BasedonYaoiinContemporaryJapan・と

いう題目で，日本で制作される「やおい」のマンガ同人

誌における表現技法の成立とその共有について報告した

（写真1）。ここでいう「やおい」とは，既存作品の男性

キャラクター同士の関係性（友人やライバルなど）に恋

愛要素を読み込んで物語を再編する「二次創作」の一種

を指し，女性を主な担い手とする。一般に，「やおい」

は「女性による男性同士の物語の創作と受容」という点

が強調され，ジェンダーやセクシュアリティと関連づけ

て論じられることが多い。しかし，今回の報告では「や

おい」の表現技法という側面に着目し，女性たちの創作

の広がりがどのような表現規則によって支えられている

かを考察した。報告に対する質疑応答では，「やおい」

と他のジャンル（特に，「百合」と呼ばれる女性同士の

関係性を描く物語）との比較やLGBTと「やおい」の

コミュニティ間の関わりなど，多岐にわたる質問やコメ

ントが寄せられた。

フォーラムへの参加を通じて，社会規範のもとで周縁

化される表現について，改めて考えさせられた。例えば，

現在「やおい」は世界各地で人気を集めており，インド

ネシアにも一定数の支持者がいると推測される5）。しか

し，イスラム教が根づくインドネシア社会では同性愛表

現や性表現に対する規制が厳しく，「やおい」の流通経

路は日本よりも遥かに限られている6）。フォーラムで知

り合ったガジャマダ大学の学生によると，「やおい」はコ

ンベンションやSNSを介して内密にやりとりされている

ようである。社会がもつコンテクストと，その中で表現

がもち得る可能性について思いを巡らせる一日となった。

都市文化研究 20号 2018年

100

ジョグジャカルタでの研究報告と視察
マンガ文化とその受容

石川 優

写真1.第15回都市研究フォーラムでの報告



3.市街の視察―マンガ／コミックスの
出版状況―

ジョグジャカルタでは，市街の視察をとおしてインド

ネシアにおけるマンガ／コミックス文化の様態を垣間見

る機会を得た。例えば，キャンパスの近くに位置するグ

ラメディア（Gramedia）は，現地の大型チェーン書店

である。書籍だけでなく，電化製品や日用品，文房具な

どが複数のフロアで販売され，日本でも見慣れたキャラ

クターをあしらった製品が並んでいた。

その中でも，筆者の目を引いたのが日本マンガの翻訳

出版である（写真2）。1990年代以降，日本マンガはイ

ンドネシアの若い世代を中心に定着し，現在では市場の

大半を占めている。書店を案内してくれた学生から「人

気のタイトルは日本とほぼ同じだろう」との話を聞き，

マンガ文化のグローバル化を実感した。

もちろん，インドネシアで読まれるのは日本マンガだ

けではない。書店では，中国語圏の漫画（Manhua），

韓国の漫画（Manhwa），欧米のコミックスの翻訳出版

などの他，インドネシア出身／在住作家によるコミック

スが販売されていた。フェブリアニ・シホンビングによ

ると，インドネシアでは，このように多様なマンガ／コ

ミックスは「日本マンガ」，「ヨーロッパ・コミックス」，

「北米コミックス」という具合に，様式（Gaya）に基づ

いて分類されているという7）。ここでいう様式とは，各

地のマンガ／コミックスに特徴的な表現スタイルを指す。

例えば，不規則なコマ割や大きな瞳をもつキャラクター

造形などは「日本マンガに特有の様式」とみなされる。

こうした分類方法は，マンガやコミックスの表現を特定

の国・地域との結びつきから様式化するものといえる8）。

また，近年，現地では，海外のマンガ／コミックスが

市場を占有する状況に対して，インドネシア・コミック

スを活性化させようとする動きが広がっている。ジョグ

ジャカルタで入手したいくつかの雑誌や単行本は，イン

ドネシア出身／在住作家によって制作されたものである。

興味深い点は，それぞれの作品における表現様式の選択

性である9）。例えば，KosmikMookというコンピレー

ションには，日本マンガのように変則的で多層的なコマ

割のものや，アメリカのグラフィック・ノベルを彷彿と

させる画風のものなど，さまざまな様式で描かれたコミッ

クスが掲載されている10）。インドネシア・コミックスの

活性化が，他の国・地域で培われた（とみなされる）様

式によって促進されるとすれば，インドネシアにおける

コミックス表現が今後どのようにハイブリッド化してい

くのか，目が離せない。

さらに，KosmikMookに見られる表現様式の選択性

は，「日本マンガのようなコマ割」，「アメリカのグラフィッ

ク・ノベルを彷彿とさせる画風」といった言い回しに含

まれる問題をも浮彫りにする。こうした作品群は，そも

そもマンガ（あるいはグラフィック・ノベル）的な様式

とは何なのか，表現は日本やアメリカなどの特定の国・

地域に固有のものなのか，という問いを私たちに投げか

けているのである。ジョグジャカルタの視察は，グロー

バルな環境における文化の伝播性について見つめ直す機

会を与えてくれた。

4.おわりに

ジョグジャカルタを訪れた時期は雨季にあたり，晴天

とスコールが交互にやってくるような気候だった。熱帯

の空気に包まれながら，地域に息づく文化，海を越えて

往還する文化，それらが混ざり合うことで生まれる文

化について，さまざまな発見があった。筆者にとって，

海外で研究活動をおこなうことの意義のひとつは，たく

さんの「気づき」が得られる点にある。この経験を今後

の研究にも活かしていきたい。また，行き届いた気配り

でジョグジャカルタの滞在を支えてくれたガジャマダ大

学のスタッフに，心より感謝する。
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7.フェブリアニ・シホンビング「コミックを「政治化」する「影

響」論と「様式」論―インドネシアのコミック言説について―」
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